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会社は、生まれ・育ちの違いによって、その会社独特の性格・社風が形成される。そこ 

で、次の 5つのタイプに分ける。 

 ユーザ系システム会社 

 メーカー系システム会社 

 独立系システム会社 

 外資系システム会社 

 ITベンチャー企業 

 

 

Webプラットフォーム時代はオープンソースの時代でもある。その代表的なオープン 

ソース（ソフトウエア）に LAMP（ランプ）がある。それは、OSを Linux、Web 

サーバを Apache、データベースをMySQL、スクリプト言語である PHP、perl、 python 

の頭文字から取った造語である。これらはWebサイト構築に適している。 

 

 



 

 

ある IT専門誌に記載された経験年数と収入の目安を織り込んだのが下表。 

 

 

 

 

情報処理技術試験のプログラム言語 



 プログラマに求められるプログラム言語についてみてみよう。まず、国家資格である情 

報処理技術者試験の基礎技術者にプログラム言語の試験がある。そこでは、C、Ja V 

a、COBOL、アセンブラ、表計算の 5言語（1つ選択）である。 

 1969年からの歴史ある試験なので、アセンブラや COBOLが入っている。かつて 

あった Fortran、PL／1はなくなっている。 

 

 

 



Pythonはニシキヘビの意味。 

 

 

＝＝＝Web＝＝＝ 

パイソンかピュトンか？ 

 

python 

1.《動物》ニシキヘビ、錦蛇、パイソン 

2.〈俗〉ペニス 

 

Python  

【名】1.《ギリシャ神話》ピュトン◆デリュゲ（Deluge）が残した泥から産まれたヘビ（龍）。アポロ（Apollo）

がデルフィ（Delphi）で退治した。 

＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝ 

 

 

 



 

 

 

ITを仕事にするか、ITで仕事をするか。 

 

 

業務系や組込み系のシステム開発では、アジアから来日する SE技術者が年々増えてい 

る。このように海外の技術者が日本に来て、国内でソフトウエア開発を行なう方法がオン 

サイト開発だ。それに対して、ソフトウエア開発や運用管理などを海外の協力企業や日本 

企業の現地法人に外注することをオフショア開発と言う。 

 オフショア開発は、NEC、富士通、日立、東芝、野村総研、SCSKなど各社で盛んだ。 

・・・ 

終身雇用型年功序列制度が崩れつつある今後、米国のキャリアパス 

に近づく傾向も出てきた。 

 とはいえ、まだ「長時間勤務＝がんばっている証拠」という雰囲気がある。さらに、シ 

ステム開発コストが人月工数にんげけつこうすう（1 人が 1 か月で行なえる作業量）で計算される慣習が残

っており、ソフトウエアのバリューを価格評価する風土は、まだ定着していない。 

 そんなことから、日本のハード製品は輸出に強いが、ソフト製品の輸出はゼロに近く、 

ほとんどを輸入に頼っている状況だ。また、 

・・・ 

日本は、現在、ソフトウエア開発を発注する側にあり、そのコストダウンのために中国 

やインドの技術者に外注している。彼らは大学で情報工学を学んだエリートで、平均的な 



日本の SEは、技術力で負けてしまうほどの勢いがある。 

 しかし、日本の企業から仕事を受注するには、日本企業の経営業務を理解することが必 

要となり、それには日本人の SEのほうが向いている面もある。さらにオフショア開発で 

は、外注先の海外企業との間で、両国に通じ、会話ができ、SEとして仕様書を出して 

作業指示・管理ができる、掛け橋になれるブリッジ SEが求められている。 

 オフショア開発の最大のメリットは労働力が安いことだが、言葉や習慣の違いからコミ 

ュニケーション不足が生じ、納期や品質のトラブルが発生しやすい。それを回避するリス 

クマネジメントの意味でも、国際的に活躍できる日本人のブリッジ SEが必要とされる。 

 

 

 

 

今、BOPビジネスが求められている。BOPとは「Bottom based Of Pyramid」の略 

語で、ピラミッドの底辺のような貧困にあえぐ人たちが世界中には数多くいるということ 

だ（図参照）。その人たちの国々が、アジア、中東、アフリカに多い。こうした国々の高度 

成長をお手伝いすることで、日本のビジネスを成長させようということである。 

 人件費が日本より安いので、まずは生産拠点として工場を作り、現地の所得向上に寄与 

する。所得向上が図れれば、次は消費地として小売やサービスのビジネスを展開する。 

 貧困の克服には、一時的な物資の提供ではなく、その国のビジネスを育てるお手伝いが 

有効である。現地の経営者・従業員とともに共生していくビジネスの創造・運営であり、 

そこに ITビジネスの働き場所もある。 

 

 

IT資格 

 

 

 

業界の資格として広く薦められ、就職時にその取得資格を問われるのが、国家試験の情 

報処理技術者試験である。この試験の特徴は、他の技術中心のベンダー資格などと比 

べ、ITを経営に生かす視点から出題がなされていることにある。それは、出題範囲が経 

営戦略のストラテジ系、開発・運用のマネジメント系、技術のテクノロジ系の三分野にわ 

たっていることから明らかである。 

 



 

 

 

 

アメーバブログは、サイバーエイジェント 

 

経路探索ソフトのジョルダンや駅探 

ネット調査会社トップのマクロミル 

 

ソースネクスト 東１ ウイルス対策など PCパッケージソフト 

ドーン JQ GIS（地理情報システム）構築ソフト「ジオベース」 

 

 



 

 



 

 

ヤマトシステム 

売上の７５％弱がシステムの運用で稼げる安定した経営体制だ。 

 



 

 



 

 

 第 1はシステム開発型で、情報システムの設計・開発・運用を受注する事業である。起 

業しやすいので、大企業から中小企業まで多くの会社がある。 

 第 2はパッケージ型で、業種・業務の汎用システム商品として販売する事業である。下 

請け受注ではないので、独立性が高く、損益分岐点売上高を超えると収益性が高くなる。 

 第 3は組込み型で、家電や自動車などに組み込む制御ソフト開発である。システム受注 

型であるが、技術レベルが高い。 

 

 

 



 



 

 



 

 

 



 

 



 

 

 

 

 

 


